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(57)【要約】
【課題】　断層画像が表示されていない領域を有効に利
用し、断層画像を用いて計測した計測結果を適切に表示
する超音波診断装置を提供する。
【解決手段】　被検体に当接させて超音波を送受信する
超音波探触子102と、超音波に基づいて断層画像200を構
成する画像構成部108と、断層画像200を用いて計測を行
う計測部112と、画像構成部108で構成された断層画像20
0と計測部112で計測された計測結果202を表示する表示
部110とを備える超音波診断装置であって、断層画像200
の表示形態を判定し、断層画像200の表示形態に合わせ
て計測結果202の表示形態を変更する計測表示設定部114
を備える。
【選択図】　　　　　図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に当接させて超音波を送受信する超音波探触子と、前記超音波に基づいて断層画
像を構成する画像構成部と、前記断層画像を用いて計測を行う計測部と、前記画像構成部
で構成された前記断層画像と前記計測部で計測された計測結果を表示する表示部とを備え
る超音波診断装置であって、
　前記断層画像の表示形態を判定し、前記断層画像の表示形態に合わせて前記計測結果の
表示形態を変更する計測表示設定部を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記計測表示設定部は、前記断層画像の表示形態を判定する表示形態判定部と、前記断
層画像が表示される表示領域を抽出する画像抽出部と、前記計測部によって計測された計
測結果の表示形態を変更する表示変更部とにより構成されていることを特徴とする請求項
１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示変更部は、前記表示形態判定部によって判定された前記断層画像の表示形態に
合わせて前記計測結果の表示形態を変更することを特徴とする請求項２記載の超音波診断
装置。
【請求項４】
　前記表示変更部は、扇状に表示される前記断層画像の表示形態に基づいて前記計測結果
を右上端又は左上端のスペースに表示させることを特徴とする請求項３記載の超音波診断
装置。
【請求項５】
　前記画像抽出部は、前記断層画像の表示領域を抽出し、前記計測結果が前記断層画像に
重なる場合、前記表示変更部は、前記計測結果の背景画像を透明にして塗りつぶさずに表
示することを特徴とする請求項２記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記表示変更部は、前記計測結果と前記断層画像の重なる面積に応じて前記計測結果の
透明度を変更することを特徴とする請求項５記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記表示変更部は、矩形で表示される前記断層画像の表示形態に基づいて前記計測結果
の表示形態を変更させずに下端に表示させることを特徴とする請求項３記載の超音波診断
装置。
【請求項８】
　前記表示部に表示される前記計測部の計測で用いられる計測マークに応じて、前記表示
変更部は前記計測結果の表示位置を変更することを特徴とする請求項２記載の超音波診断
装置。
【請求項９】
　前記断層画像を記憶する記憶部を備え、前記記憶部から前記断層画像を読み出して前記
表示部に表示する際、前記計測表示設定部は前記計測結果を定位置に表示させることを特
徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　被検体に当接させて超音波を送受信する超音波探触子と、前記超音波に基づいて断層画
像を構成する画像構成部と、前記断層画像を用いて計測を行う計測部と、前記画像構成部
で構成された前記断層画像と前記計測部で計測された計測結果を表示する表示部とを備え
る超音波診断装置であって、
前記断層画像の表示形態を判定し、前記断層画像の表示形態に合わせて前記計測結果の表
示位置を変更するとともに、前記計測結果の背景画像を前記断層画像が認識できるように
変更する計測表示設定部を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、超音波を利用して被検体の断層画像を表示する超音波診断装置に関し、特に
断層画像を用いて計測した計測結果を表示することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波を利用して被検体の生体組織の反射エコーを計測し、それを
輝度とし診断部位の断層画像を表示部に表示している。
【０００３】
　ここで、断層画像と、断層画像を用いて計測した計測結果とが重ならないように表示部
に表示され、計測結果と計測対象部位の対応づけすることが行われている。これにより、
操作の負担を軽減することができる(例えば、特許文献1)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2002-336254号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、断層画像と、断層画像を用いて計測した計測結果とが重ならないように
表示部に表示されているが、断層画像が表示されていない領域を有効に利用されていない
ものと思料する。例えば、計測結果の情報が多い場合、断層画像と計測結果とが重なって
しまったり、計測結果が縮小されて表示されてしまったり、計測結果を適切に表示するこ
とができない可能性がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、断層画像が表示されていない領域を有効に利用し、断層画像を用い
て計測した計測結果を適切に表示することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の目的を達成するため、断層画像の表示形態を判定し、断層画像の表示形態に合
わせて、断層画像を用いて計測した計測結果の表示形態を変更する。
【０００８】
　断層画像の表示形態に合わせて計測結果の表示位置を変更するとともに、計測結果の背
景画像を断層画像が認識できるように変更する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、断層画像が表示されていない領域を有効に利用し、断層画像を用いて
計測した計測結果を適切に表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例1、2における超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施例1における表示形態を示す図。
【図３】本発明の実施例1における表示形態を示す図。
【図４】本発明の実施例2における表示形態を示す図。
【図５】本発明の実施例3における超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図６】本発明の実施例3における表示形態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施例を添付図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００１２】
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　図1～図3を用いて実施例1を説明する。図1は、超音波診断装置の構成を示すブロック図
である。図1に示すように、超音波診断装置には、被検体に当接させて超音波を送受信す
る超音波探触子102と、超音波探触子102を介して被検体に時間間隔をおいて超音波を繰り
返し送信させ、反射された超音波を反射エコーとして受信する送受信部104と、アナログ
の反射エコーをデジタルの超音波信号に変換するA/D変換部106と、A/D変換部106から出力
された超音波信号を整相加算し、整相加算され作成されたRF信号フレームデータに基づい
て被検体の断層画像200、例えば白黒の断層画像200を構成する画像構成部108と、画像構
成部108から出力された断層画像200を表示する表示部110とが備えられている。
【００１３】
　さらに、超音波診断装置には、画像構成部108で構成された断層画像200を用いて計測を
行う計測部112と、計測部112によって計測された計測結果202の表示形態を設定する計測
表示設定部114と、操作者が操作を行う操作部116とが備えられている。
【００１４】
　ここで、超音波診断装置の各構成要素についてさらに詳細に説明する。超音波探触子10
2は、複数の振動子を配設して形成されており、被検体に振動子を介して超音波を送受信
する機能を有している。
【００１５】
　送受信部104は、超音波探触子102を駆動して超音波を発生させるための送波パルスを生
成するとともに、送信される超音波の収束点をある深さに設定する機能を有している。A/
D変換部106は、アナログの反射エコーをデジタルの超音波信号に変換し、RF信号フレーム
データを作成するものである。画像構成部108は、A/D変換部106からのRF信号フレームデ
ータを入力してゲイン補正、ログ圧縮、検波、輪郭強調、フィルタ処理等の信号処理を行
い、断層画像200を構成するものである。
【００１６】
　計測部112は、画像構成部108によって構成された断層画像200を用いて計測を行う。計
測部112の計測には、表示部110に表示された断層画像200の2点間の距離を計測するキャリ
パー計測、断層画像200のある領域の面積を計測する面積計測、断層画像200のある領域を
含む体積を計測する体積計測などが含まれる。
【００１７】
　操作部116は、各種キーを有したキーボードと、トラックボール等からなる。操作部116
のトラックボールを回転させることによって、例えば、断層画像200の表示領域を調整す
る。そして、操作部116のキーボードの確定キーを押すことによって、設定された表示領
域の位置情報を表示部110に伝達して、断層画像200の表示領域が確定する。表示部110は
、設定された表示領域の断層画像200を表示する
　また、操作部116のトラックボールを回転させることによって、例えば、2点間の距離を
計測するキャリパー計測で用いる計測マークの位置を調整する。そして、操作部116のキ
ーボードの確定キーを押すことによって、設定された計測マークの位置情報を表示部110
に伝達して、計測マークの位置が確定する。
【００１８】
　計測表示設定部114は、断層画像200の表示形態を判定する表示形態判定部120と、断層
画像200が表示される表示領域を抽出する画像抽出部122と、計測部112によって計測され
た計測結果202の表示形態を変更する表示変更部124とにより構成されている。
【００１９】
　表示形態判定部120は、断層画像200の表示形態(例えば、コンベックス表示形態、リニ
ア表示形態、セクタ表示形態など)を判定する。断層画像200の表示形態には、コンベック
ス探触子を用いて超音波を送受信することにより扇状に断層画像200が表示されるコンベ
ックス表示形態、リニア探触子を用いて超音波を送受信することにより矩形状に断層画像
200が表示されるリニア表示形態、セクタ探触子を用いて超音波を送受信することにより
扇状に断層画像200が表示されるセクタ表示形態がある。
【００２０】
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　そして、表示変更部124は、断層画像200の表示形態に基づいて計測結果202の表示形態
を変更する。表示変更部124は、表示形態判定部120によって判定された断層画像200の表
示形態(コンベックス表示形態、リニア表示形態、セクタ表示形態)を断層画像200の形状(
扇状、矩形状など)に基づいて判定する。表示形態判定部120は、超音波診断装置にコネク
タで接続されている超音波探触子102の種類によって断層画像200の表示形態(コンベック
ス表示形態、リニア表示形態、セクタ表示形態)を判定してもよい。
【００２１】
　そして、表示変更部124は、表示形態判定部120によって判定された断層画像200の表示
形態に合わせて計測結果202の表示形態を変更する。表示変更部124は、断層画像200の表
示形態に合わせて、断層画像200が表示されていない領域に計測結果202を表示する。
【００２２】
　ここで、図2を用いて表示変更部124について具体的に説明する。図2(a)は、コンベック
ス表示形態で表示された断層画像200と計測部112によって計測された計測結果202が表示
部110に表示されていることを示している。図2(a)は、表示変更部124による計測結果202
の表示変更を行っていない状態である。初期状態では、計測結果202は表示部110の下端に
表示される。
【００２３】
　計測結果202は、キャリパー計測の距離を示す数値、面積を示す数値などの文字情報で
構成されている。計測結果202の文字情報は、例えば、白色であり、その他の背景は、例
えば、黒色である。
【００２４】
　表示形態判定部120は、断層画像200の形状又は超音波探触子102の種類に基づいて、断
層画像200の表示形態をコンベックス表示形態と判定する。表示変更部124は、図2(b)に示
すように、断層画像200の表示形態(コンベックス表示形態)に合わせて計測結果202を断層
画像200に重ならないように変更する。
【００２５】
　断層画像200がコンベックス表示形態で扇状に表示されると、断層画像200が扇状である
ため、表示部110の右上端と左上端のスペースが空く。そこで、表示変更部124は、扇状に
表示される断層画像200の表示形態に基づいて計測結果202を右上端又は左上端のスペース
に表示させる。
【００２６】
　断層画像200がセクタ表示形態で扇状に表示されても、同様にして、右上端と左上端の
スペースが空く。そこで、表示変更部124は、扇状に表示される断層画像200の表示形態に
基づいて計測結果202を右上端又は左上端のスペースに表示させる。
【００２７】
　計測結果202の情報が多い場合、断層画像200と計測結果202とが重なってしまうことが
ある。そこで、画像抽出部122は、断層画像200の表示領域を抽出する。断層画像200の背
景画像は黒色であるので、断層画像200の輝度を分析し、黒色以外の画像を抽出すること
により、断層画像200の表示領域を抽出することができる。なお、画像抽出部122は、断層
画像200の表示深度とスキャン角度に応じて断層画像200の表示領域を抽出してもよい。
【００２８】
　画像抽出部122は、断層画像200の表示領域を抽出し、図2(b)に示すように、計測結果20
2が断層画像200に重ならない場合、表示変更部124は、通常通り、断層画像200の背景画像
と同色の黒色で塗りつぶして計測結果202の背景画像を表示する。このとき、計測結果202
の表示形態は表示変更部124によって変更されない。
【００２９】
　画像抽出部122は、断層画像200の表示領域を抽出し、図2(c)に示すように、計測結果20
2が断層画像200に重なる場合、表示変更部124は、計測結果202の背景画像を透明にして塗
りつぶさずに表示する。計測結果202の情報が多く、計測結果202が断層画像200に重なっ
ても、操作者は計測結果202と断層画像200の両方の情報を確認することができる。
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【００３０】
　なお、表示変更部124は、計測結果202と断層画像200の重なる面積に応じて計測結果202
の透明度を変更することができる。表示変更部124は、計測結果202と断層画像200の重な
る面積が狭い(Ncm2未満)場合、計測結果202の背景画像を半透明にして表示する。表示変
更部124は、計測結果202と断層画像200の重なる面積が広い(Ncm2以上)場合、計測結果202
の背景画像を透明にして塗りつぶさずに表示する。Ncm2は、例えば、3cm2とする。
【００３１】
　なお、画像抽出部122は、断層画像200の表示領域を抽出し、計測結果202が断層画像200
に重なる場合、表示変更部124は、扇状に表示された断層画像200の表示形態によって空い
た右上端及び左上端の複数のスペースに計測結果202を分割して表示させることもできる
。また、計測結果202と断層画像の重なりが一番少ない位置が複数ある場合は、表示変更
部124は、予め決めた優先移動順位(1位：左上端、2位：右上端、3位：・・・)に従って、
計測結果202の移動する位置を算出して、計測結果202を表示させることもできる。
【００３２】
　また、図3を用いて表示変更部124について具体的に説明する。図3(a)は、リニア表示形
態で表示された断層画像200と計測部112によって計測された計測結果202が表示されてい
る。図3(a)は、表示変更部124による計測結果202の表示変更を行っていない状態である。
初期状態では、計測結果202は表示部110の下端に表示される。
【００３３】
　断層画像200がリニア表示形態で矩形状に表示された場合、扇状に表示されるコンベッ
クス表示形態及びセクタ表示形態と異なり右上端と左上端にスペースが空かない。そこで
、表示変更部124は、矩形で表示される断層画像200の表示形態に基づいて計測結果202を
変更させずに下端に表示させる。
【００３４】
　画像抽出部122は、断層画像200の表示領域を抽出し、図3(a)に示すように、計測結果20
2が断層画像200に重ならない場合、表示変更部124は、通常通り、背景画像の背景画像と
同色の黒色で塗りつぶして計測結果202の背景画像を表示する。このとき、計測結果202の
表示形態は表示変更部124によって変更されない。
【００３５】
　画像抽出部122は、断層画像200の表示領域を抽出し、図3(b)に示すように、計測結果20
2が断層画像200に重なる場合、表示変更部124は、計測結果202の背景画像を透明にして塗
りつぶさずに表示する。計測結果202の情報が多く、計測結果202が断層画像200に重なっ
ても、操作者は計測結果202と断層画像200の情報を確認することができる。
【００３６】
　以上、実施例によれば、被検体に当接させて超音波を送受信する超音波探触子102と、
超音波に基づいて断層画像200を構成する画像構成部108と、断層画像200を用いて計測を
行う計測部112と、画像構成部108で構成された断層画像200と計測部112で計測された計測
結果202を表示する表示部110とを備える超音波診断装置であって、断層画像200の表示形
態を判定し、断層画像200の表示形態に合わせて計測結果202の表示形態を変更する計測表
示設定部114を備える。また、断層画像200の表示形態を判定し、断層画像200の表示形態
に合わせて計測結果202の表示位置を変更するとともに、計測結果202の背景画像を断層画
像200が認識できるように変更する計測表示設定部114を備える。
【００３７】
　計測表示設定部114は、断層画像200の表示形態(コンベックス表示形態、リニア表示形
態、セクタ表示形態)を判定し、断層画像200の表示形態に合わせて計測部112によって計
測された計測結果202の表示位置を変更する。さらに、計測結果202の表示位置を変更後、
計測表示設定部114は、断層画像200が表示される表示領域を抽出し、計測結果202が断層
画像200に重なった場合、計測部112によって計測された計測結果202の背景画像を断層画
像200が認識できるように変更する。
【００３８】
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　よって、本実施例によれば、断層画像200が表示されていない領域を有効に利用し、断
層画像200を用いて計測した計測結果202を適切に表示することができる。
【実施例２】
【００３９】
　図1、図4を用いて実施例2を説明する。実施例1と異なる点は、表示部110に表示される
計測部112の計測で用いられる計測マークに応じて、表示変更部124は計測結果202の表示
位置を変更する点である。
【００４０】
　断層画像200の表示形態を判定し、断層画像200の表示形態に合わせて計測結果202の表
示位置を変更するとともに、計測結果202の背景画像を断層画像200が認識できるように変
更した実施例1の処理が行われた後、図4(a)に示すように、表示部110には、断層画像200
と計測部112によって計測された計測結果202が表示されている。計測結果202が断層画像2
00に重っているので、表示変更部124は、計測結果202の背景画像を透明にして塗りつぶさ
ずに表示している。
【００４１】
　さらに、表示部110には、計測部112の計測で用いられる計測マーク400と計測マーク402
が表示されている。
【００４２】
　計測マーク400と計測マーク402は、キャリパー計測において2点間の距離を計測するた
めのマークである。図4(a)に示すように、計測マーク402が計測部112によって計測された
計測結果202に重なって表示されている。
【００４３】
　図4(b)若しくは図4(c)に示すように、表示変更部124は、計測結果202が計測マーク402
に重ならないように、計測結果202の表示位置を変更する。
【００４４】
　初期状態では、計測結果202は表示部110の下端に表示されるが、計測マーク402が計測
結果202に重なった場合、図4(b)に示すように、表示変更部124は、計測マーク400と計測
マーク402の位置と表示部110の画面の他端の位置に計測結果202を表示させる。画像抽出
部122は、計測マーク400と計測マーク402の位置を座標として抽出するとともに、計測結
果202の表示位置に該当する座標を抽出する。表示変更部124は、画像抽出部122で抽出さ
れた座標に基づいて、計測結果202が計測マーク400と計測マーク402に重ならないように
、計測結果202を表示部110に表示させる。
【００４５】
　ここでは、計測マーク402が下端に表示されているので、表示変更部124は、計測結果20
2を表示部110の上端に表示させる。操作者は、計測マーク402が位置している箇所周辺の
断層画像200を観察したいため、表示部110の上端に計測結果202を移動すれば、計測マー
ク402が位置している箇所周辺の断層画像200を観察することができる。
【００４６】
　また、図4(c)に示すように、表示変更部124は、計測マーク400と計測マーク402の位置
と表示部110の画面の対角の位置に計測結果202を表示させる。表示変更部124は、計測マ
ーク400と計測マーク402が位置している左下端と表示部110の画面の対角に位置する右上
端に計測結果202を表示させる。
【００４７】
　操作者は、計測マーク402が位置している箇所周辺の断層画像200を観察したいため、表
示部110の右上端に計測結果202を移動すれば、計測マーク400と計測マーク402が位置して
いる箇所周辺の断層画像200を観察することができる。
【００４８】
　操作者は、表示変更部124において、図4(b)：他端移動、若しくは図4(c)：対角移動に
関する、計測結果202の表示位置の変更形態を予め選択することができる。操作者が計測
結果202の表示位置の変更形態を表示変更部124で予め選択しておけば、操作者に合わせて
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【００４９】
　なお、計測マークは、キャリパー計測において2点間の距離を計測するためのマークに
限らず、断層画像200のある領域の面積を計測する面積計測に用いるROI、各種計測点など
の概念を含む。
【００５０】
　よって、本実施例によれば、表示部110に表示される計測部112の計測で用いられる計測
マークに応じて計測結果202の表示位置を変更することにより、断層画像200が表示されて
いない領域を有効に利用するとともに、計測部112の計測で用いられる計測マークに応じ
て計測結果202を適切に表示することができる。
【実施例３】
【００５１】
　図5、図6を用いて実施例3を説明する。実施例1、2と異なる点は、断層画像200を記憶す
る記憶部130を備え、記憶部130から断層画像200を読み出して表示部110に表示する際、計
測表示設定部114は計測結果202を定位置(固定位置)に表示させる点である。
【００５２】
　実施例1では、断層画像200の表示形態を判定し、断層画像200の表示形態に合わせて計
測結果202の表示位置を変更するとともに、計測結果202の背景画像を断層画像200が認識
できるように変更した。断層画像200をリアルタイムに表示している際、操作者は主に断
層画像200を注目するため、リアルタイムに表示されている断層画像200が観察できるよう
に計測結果202の表示形態を変更した。具体的には、図6(a)若しくは図6(c)に示すように
、計測表示設定部114は、断層画像200の表示形態を判定し、断層画像200の表示形態に合
わせて計測結果202の表示位置を変更した。
【００５３】
　実施例3では、断層画像200を一旦記憶し、断層画像200を読み出して表示する際、操作
者は主に計測結果202を注目するため、計測表示設定部114は計測結果202を定位置に表示
させる。実施例3では、断層画像200を一旦記憶しているため、断層画像200はリアルタイ
ムに表示されている画像ではない。
【００５４】
　具体的には、図6(b)若しくは図6(d)に示すように、断層画像200を一旦記憶し、断層画
像200を読み出して表示する際、断層画像200の表示形態に合わせることなく、計測表示設
定部114は計測結果202を定位置に表示させる。断層画像200を一旦記憶し、断層画像200を
読み出して表示する際、計測結果202は表示部110の下端に表示される。
【００５５】
　なお、表示部110において表示される計測結果202の定位置は変更することができ、例え
ば、計測結果202の定位置を表示部110の上端に表示することもできる。操作者が計測結果
202の定位置を計測表示設定部114で予め選択しておけば、操作者に合わせて効率的に計測
結果202の定位置を設定することができる。
【００５６】
　よって、本実施例によれば、断層画像200を記憶する記憶部130を備え、記憶部130から
断層画像200を読み出して表示部110に表示する際、計測表示設定部114は計測結果202を定
位置に表示させることにより、計測結果202が定位置に表示されるため、操作者は視点を
動かすことなく、複数の被検体の計測結果202を確認することができる。
【符号の説明】
【００５７】
102　超音波探触子、104　送受信部、106　A/D変換部、108　画像構成部、110　表示部、
112　計測部、114　計測表示設定部、116　操作部、120　表示形態判定部、122　画像抽
出部、124　表示変更部、130　記憶部
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